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先
日
、
イ
メ
リ
ス
社
の
担
当
の

方
と
話
す
機
会
が
あ
り
、
そ
の
と

き
に
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
な
ん

と
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
カ
オ
リ
ン
鉱

山
が
あ
る
そ
う
で
す
！
鉄
鉱
石
や

石
炭
な
ど
の
鉱
石
資
源
の
イ
メ
ー

ジ
し
か
な
か
っ
た
私
に
と
っ
て
世

の
中
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
こ
と
だ

ら
け
で
す
。

　
し
か
も
、
鉱
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は
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ー
ウ
（
キ

エ
フ
）
か
ら
南
へ
2
0
0
km
ほ
ど

の
と
こ
ろ
と
、
戦
闘
真
っ
只
中
の

ド
ン
バ
ス
地
方
の
２
ヵ
所
だ
そ
う

で
す
。
キ
ー
ウ
近
郊
か
ら
は
耐
火

物
な
ど
に
使
わ
れ
る
ボ
ー
ル
ク
レ

イ
が
、
ド
ン
バ
ス
か
ら
は
タ
イ
ル

の
釉
薬
に
使
わ
れ
る
カ
オ
リ
ン
が

採
掘
さ
れ
て
い
た
と
の
こ
と
。
と

も
に
欧
州
地
域
に
向
け
て
の
出
荷

が
主
だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
場
所

が
場
所
、
状
況
が
状
況
だ
け
に
現

在
は
生
産
を
停
止
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。
同
業
他
社
の
鉱
山

も
近
く
に
あ
る
よ
う
で
、
同
様
に

苦
慮
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
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　３月５日、銀座和光
で開催された前田正博
さまの色絵磁器展にお
邪魔してきました。こ
れまで何度も個展の案
内をいただきながら、
なかなか行くことがで
きず、今回ようやく実現しました。
　会場には「作陶 50年 明るく楽しく美しく」と題し、
大作から小物まで約 80 点もの作品が並べてありま
した。また、これまでの作風の変遷も紹介されており、
とても興味深く拝見しました。
　色絵磁器の名の通り、赤・青・緑・金・銀の組み
合わせにより、重厚な作品から軽快なものまで、さ
まざまな表現がなされています。なんと高台部分も
色が着けてあります！　さらには組み合わされる緻
密な格子模様。シャープなものから、ぼかしたもの
まで、使い分けで印象が全く違います。

　マスキングテープを貼る作業と彩色の繰り返し
は、気が遠くなる作業のように思うのですが、ご本
人にとってはそうでもないとのこと。これも驚きで
す。
　前田さまには丸 12 年当社の粘土をお使いいただ
いていますが、お会いするのは笠間陶芸大学校の開
校式以来６年ぶり２度目。今回はゆっくりお話を伺
うことができ、楽しい時間があっ
という間に過ぎてしまいました。
　帰りにはパナソニック汐留美
術館での「未来へつなぐ陶芸 伝
統工芸のチカラ展」に寄りました。
こちらにも前田さまの作品があ
り、その他にも当社のお客さま十
数名の方の作品を観ることが出来
ました。
　今後も個展の案内などありましたら是非お送りく
ださい！ 渕野直幸

個展に伺いました♪個展に伺いました♪

前田 正博さまの作品を一部ご紹介♪前田 正博さまの作品を一部ご紹介♪

巻頭のあ
いさつ

前田さまと前田さまと

30
2022.06

発行部数   部
陶土屋さん

からの

ニュースレター

磁 器 998

［早くよまなきゃ !］



　

母
の
妹
ツ
カ
は
、
嬉
野
に

建
て
た
新
築
の
家
に
引
っ
越

し
た
あ
と
、
う
ち
の
工
場
で

は
働
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
出

て
い
く
こ
ろ
に
父
母
と
ツ
カ

の
間
で
何
や
ら
揉
め
た
よ
う

で
す
。
今
と
な
っ
て
は
事
の

仔
細
を
知
る
由
は
あ
り
ま
せ
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が
、
一
生
懸
命
働
き
、
被

災
時
に
は
駆
け
つ
け
、
私
た

ち
を
支
え
て
く
れ
た
二
人
に

は
感
謝
し
か
あ
り
ま
せ
ん
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校
を
卒
業
す
る
と
み
な
就
職

し
ま
し
た
。
マ
ユ
ミ
は
地
元

嬉
野
、
ノ
リ
ユ
キ
は
広
島
、

シ
ュ
ウ
ジ
は
福
岡
で
そ
れ
ぞ

れ
働
き
ま
す
。
マ
ユ
ミ
が
嫁

い
だ
あ
と
は
夫
婦
だ
け
で
暮

ら
し
、
こ
の
頃
に
な
る
と
ツ

カ
は
う
ち
に
も
顔
を
出
し
て

い
ま
し
た
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林
田
家
に
引
き
取
ら
れ
た

隆
は
中
学
を
卒
業
す
る
と
大

阪
の
洋
服
を
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立
て
る
会
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に
就
職
し
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す
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そ
の
後
ど
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た
の
か
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く
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が
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そ
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阪

で
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す
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そ
の
後
、
久
雄
は
認
知
症

が
出
て
き
た
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施
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に
預

け
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れ
、
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19
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に
亡
く
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す
。
そ
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ツ
カ

に
も
認
知
症
が
出
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め
、
と

う
と
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年
、
波
乱
に
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涯
を
閉
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し
た
。
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　私にとってゴールデン
ウィークと言ったら、「有
田陶器市」。毎年 4 月 29
日～ 5 月 5 日に開催されて
いますが、コロナの影響で
今回は 3年ぶりの開催でした。
　4 月 30 日 ( 土 )、前日の雨が嘘のような晴天。
北九州に住む母と博多駅で待ち合わせし、特急ハウ
ステンボス号に乗って上有田駅で下車。駅には検温
所があり、検温後にチェック済みシー
ルがもらえました。
　ここから有田駅まで道路沿いにずら～
と並んでいる陶器やさんや工房を歩いてみて回りま
す。ぶらぶらと歩いてお店を物色する、この感じ。

やっぱり楽しい！
　土曜日にしてはお客さんが
少なかったように思います。
よく新聞やニュースで観る、
道路いっぱいに人がギュウ

ギュウに溢れている感じではありませんでした。お
かげでお買い物がしやすかったです♪
　お店が多すぎるので、全てを見ていたら、いくら
時間があっても足りません。そこで、ここ数年、同
じお店に寄るばかりなのですが、「有田焼」と一口
にいっても、お店によって個性が全然違うので、もっ
と色々な陶器を楽しみたい欲が出てきました、笑。
　次回は渕野社長から教えてもらった「同時開催中
の波佐見陶器まつりへも行く」「有田駅からで出て
いるシャトルバスを利用して今までに行ったことの
ない会場へ行く」「有田駅から上有田方向へ歩いて
みる」など、楽しみ方を変えて、新しい陶器との出
会いを探してみようと思います！ 友永 真麗

３年ぶり！
有田陶器市は
楽しかった！ サン・マリンデザイン

オフィスの友永です！

サン・マリンデザイン

オフィスの友永です！

MAri の
ココロは
ひだまり
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おにぎりだけ
でも素敵☆
おにぎりだけ
でも素敵☆

涼しげな器で
冷麺♪

涼しげな器で
冷麺♪

メロンも
映える！
メロンも
映える！

今回一番の大物今回一番の大物お客さんと取り
合いになった器
お客さんと取り
合いになった器

全
部
１
つ
100
円
！

全
部
１
つ
100
円
！
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このニュースレターは、これまでご注文いただいた方、サンプルをお送りしました方、名刺交換をさせていただいた方など、ご縁がありましたみなさまにお送りしております。
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読者の皆さまからの感想をいただけると
とても励みになります♪お気軽にどうぞ！
読者の皆さまからの感想をいただけると
とても励みになります♪お気軽にどうぞ！

料理に「赤」がなく
ても器にあるので◎
料理に「赤」がなく
ても器にあるので◎


